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令和六年の夏に新紙幣が発行され、一万円札に記される人物は、福沢諭吉か

ら渋沢栄一に変わることで渋沢栄一という人物が大きく取り上げられた。渋沢

栄一とは国立銀行を設立し、その他多くの会社を立ち上げ、日本の近代化に貢

献した人物、というのが歴史の授業で学んだことであったが、新紙幣発行に合

わせて多くのテレビ番組に取り上げられる中で、さらに大きな功績があること

を知った。それが国や国民を豊かにする税制度への取り組みだ。 

埼玉県の大きな農家に育った栄一は、たびたび領主からお金を差し出すよう

に命じられることに対して、自分たちが努力して集めたお金を権力者が当たり

前のように使うなんて納得できないと十六歳の栄一が訴えるのだ。ほとんど私

と同じ若さで、こうした考えを持ち、毅然とした行動に移す姿に大変驚いた。 

その後栄一は幕府の一団として訪れたフランスで大きな体験をしたという。

一つ目は戦争で負傷した兵士を国の負担で治療するという制度があること、そ

して会社を作る時にはみんなでお金を出し合い、利益が出たらそれをみんなで

分け合うという株式会社の仕組みである。権力者がお金を吸い上げて事業を行

い、お金を出しているのに恩恵も少なく、守ってもらえない日本との差にショ

ックを受けたに違いない。そしてこの体験が国民から税金という形でお金を集

め、そしてそれを有効に使うことで国民は豊かになり、さらに一生懸命に働く

ことで国が一層豊かになるという考えになったのだ。 

栄一が病人や貧しい子供などの保護施設を運営していた時、貧しい者を税金

で養うことに対する批判的な意見もあったそうだ。しかし、栄一は過度な貧富

の差の拡大を防ぎ、よりよい未来のための税金の使い方を考え抜き、安定した

税制度の確立を目指した。 

私たちの暮らしはみんなの税金で支えられている。私たちがきれいな学校で

快適に学習できるのも、図書館で本を読めるのも、安心して生活できるのもみ

んなで出し合った税金のお陰である。教科書にも「この教科書は税金によって

無償で支給されています。大切に使いましょう。」との記載もあり、税金の大切

さについては何となくではあるが知ったつもりでいた。しかし、今回渋沢栄一

の生き方を通して税について改めて知ることで、税というものの共生や共助の

理念を感じることができた。さらには、多くを稼ぐことができたものはその分

多くの税を払うことで、富の分配という役割や福祉的な側面もあることを知る

ことができた。 

私はいま多くの大人や社会に支えられる側にいる。しかし、私が大人となり

納税する際には、今度は私が支える番であり、共生社会に役立っているという

誇りを持てるような納税者となりたい。 


